
11月16日に市民グループ、審査員、市職員36人で語り合いました

　
こ
の
事
業
は「
住
み
よ
い
ま
ち
」

を
目
指
す
市
民
グ
ル
ー
プ
が
自
ら

企
画・実
践
す
る
活
動
に
対
し
、市

が
補
助
金
で
支
援
す
る
も
の
で
す
。

合
併
前
の
旧
福
間・津
屋
崎
町
で
、

各
部
署
が
担
当
し
て
い
た「
市
民

活
動
支
援
の
補
助
金
」を
一
本
化

し
、誕
生
し
ま
し
た
。分
野
を
問
わ

ず
、申
請
で
き
る
補
助
事
業
は
、事

業
開
始
当
初
、県
下
で
ほ
と
ん
ど

取
り
組
み
が
な
く
、先
駆
的
な
も

の
で
し
た
。

　
毎
年
度
、市
民
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ん
の
想
い
が
込
め
ら
れ
た
企
画

活
動
の
申
請
か
ら
事
業
は
始
ま
り

ま
す
。市
民
活
動
の
有
識
者
や
実

践
者
で
構
成
す
る
審
査
会
が
、企

画
書
な
ど
の
書
類
と
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
を
基
に
事
業

の
審
査
を
行
い
、そ
の
結
果
を
参

考
に
、市
が
交
付
決
定
を
し
ま
す
。

そ
の
点
が
、他
の
補
助
事
業
と
異

な
る
特
徴
で
す
。

　
企
画
活
動
の
募
集
か
ら
実
施
報

告
ま
で
の
１
年
間
の
流
れ
を
、次

の
ペ
ー
ジ
に
整
理
し
ま
し
た
。

　
事
業
開
始
か
ら
今
年
度
ま
で
の

21
年
間
に
、歴
史・文
化
、ス
ポ
ー
ツ
、

子
育
て
、教
育
、多
文
化
共
生
、地

域
活
性
化
な
ど
、多
彩
で
幅
広
い

１
６
５
の
企
画
活
動
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。審
査
会
会
長
の
加
留

部
貴
行
さ
ん
は
、他
自
治
体
の
類

似
事
業
と
比
較
し「
福
津
市
の
企

画
活
動
は
、明
る
く
、前
向
き
な
も

の
が
多
い
」と
話
し
ま
す
。

　
補
助
金
を
活
用
し
た
市
民
グ

ル
ー
プ
は
75
グ
ル
ー
プ
に
の
ぼ
り
、

中
学・高
校・大
学
生
か
ら
シ
ニ
ア

層
ま
で
、多
様
な
か
た
が
活
躍
し

て
い
ま
す
。本
事
業
を
き
っ
か
け

に
、旧
２
町
の
住
民
が
協
力
し
て

結
成
し
た
グ
ル
ー
プ
や
、学
生
と

手
を
組
む
グ
ル
ー
プ
な
ど
、異
な

る
属
性
が
混
ざ
り
合
う
新
し
い
グ

ル
ー
プ
も
誕
生
し
ま
し
た
。

　
年
度
ご
と
の
企
画
活
動
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子
と
と
も

に
、次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
紹
介
し
て

い
ま
す
。

企
画
活
動
の
内
容
や
市
民
グ

ル
ー
プ
の
傾
向
か
ら
見
て
、事

業
に
は
次
の
３
つ
の
傾
向
が
あ

る
と
整
理
で
き
ま
し
た
。

旧２町で市民活動
を行っていたかたがたが
集い、大規模なイベントや
講座などに挑戦した時期。活
動を通して、互いのまちを知
り合い、新しいつながりが
生まれる機会に。

福津の市民活動  ３つの 傾向 と変遷福津の市民活動  ３つの 傾向 と変遷

世間では、民間の
助成金やクラウドファン
ディングが充実。初めて市
民活動を行うグループから
の申請が増えた時期。事
業へ組織力を育む意味
合いもプラス。

コロナ禍を機に、自
分の暮らしの中で大切に
することを見つめ直す時期
に。価値観やまちづくりへの
ニーズも多様化。SDGｓ未
来都市となり、企画活動
の幅が広がりました。

後期2020年ごろ～ 中期2015年ごろ～ 初期2005年～

「子育て分野」の企画活動が多い「子育て分野」の企画活動が多い「調査研究」から冊子が誕生「調査研究」から冊子が誕生
これまでに8種類の冊子が誕生。「『自分たちの
地域のことを把握し、形に残していこう』という
想いでのこの活
動は、他の自治
体にはない、福
津市の特徴」と
加留部さんは言
います。

福津の
市民活動の

特徴
暮らしの中での“子育て”は大切な要素。子育て
中や子育て後に、暮らしを住みよくしたいという
想いから生まれ
た子育て分野の
活動は、事業初
年から絶え間な
く取り組まれて
います。 ▲事業初年度の体験活動

住みよいまちづくり推進企画  １年間の流れ住みよいまちづくり推進企画  １年間の流れ

３月上旬
報告会
交付額決定

4月上旬
募集申請
受付開始

交流会

公開プレゼンテーション

活動中

活動中

活動中

活動終了

報告書提出

想いと誇りを込めた
活動を、自信を持って
プレゼン！

皆さんが市民活動をど
のように考えているの
か教えてもらい、一緒に
考える場に！

確認させて
いただきます

市民

同期の仲間と知り
合えて、いい刺激を
受けました！

市民

行政

行政

メンバー各々の
得意な事務作業
で何とか提出！

市民

スタート

ゴール

活動の発展につ
ながる場にでき
たらいいなぁ

行政

レ
ッ
ツ
ゴ
ー
♪

よし！始まるぞ！

わーい!

あともう少し！
活動の輪をもっと広げる

チラシなどで情報発信！
チラシ

いろいろな施設に行って
やり取りしよう！ 交付決定

新
た
に
誕
生
し
た
グ
ル
ー
プ
な
ど

75
の
市
民
グ
ル
ー
プ
が
活
躍

想
い
が
込
め
ら
れ
た
活
動
を
審
査

多
彩
で
幅
広
い
分
野
の

１
６
５
の
企
画
活
動
を
実
施

県
下
で
は
先
駆
的
な
取
り
組
み

と
し
て
始
ま
っ
た
補
助
事
業

事業の始まりから20年を経た今年度、補助金に関わってきた市民グループや補助金審査員などが集
い、皆で作った年表を眺めながら20年間を振り返り、これからの「住みよいまち」について語るワーク
ショップを開催しました。ここでは、事業紹介とともに、ワークショップから生まれた声を報告します。

特集　私たちでつくる「住みよいまち」
住みよいまちづくり推進企画活動補助事業　20年の出来事とこれからへの期待

広報ふくつ3



　私たちは、補助金を活用して「福津
の絵馬」という冊子と「吉原文書追加
目録」を作成しました。
　メンバーの得意分野や知識を生か
しながら、市内各所の神社に残されて
いる絵馬を調査、また、吉原家の解体
に伴い郷土史会に寄託された約2千

点の文書を整理し、まとめています。
地域の歴史や文化を再確認でき、完
成できたことが自信になりました。
　また、事業報告会の中で「市の助
成金でこのような本が作られ喜ばし
い」と講評があり「頑張って良かった」
と感じたことを今でも覚えています。

　「認知症に関する啓発活動を継続的に行う必要がある」と
感じていたことから『認知症サポーターの養成講座を広げよう』
という事業を行いました。それから１５年間、講座を通して、認知

症のかたへの関わり方
を伝え、一人でも多くの
人が認知症のことを理
解できるように努めて

います。また、この事業を通して、講座
で使用するテキストを作成し、他の市民
活動団体とのつながりも生まれました。
　歳を重ねると認知症のリスクが増
えます。自分自身が認知症になったと
きに「住みよいまち」を自分たちで作る
ことが大切だと考えています。

認知症の人が住みやすいまちづくりを

▲作成した冊子と目録

Interview  Vol.1  認知症セーフティネットワーク蓮華草   松永 幸代さん
みんな歴史が好きだからできました

Interview  Vol.2  福津郷土史会   大賀 康子さん

◀講座の寸劇で認知症の人に優しく寄り添う家族
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２
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青
島
広
志
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”こ
ん
に
ち
は 

モ
ー
ツ
ァ
ル

ト”

／
秋
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
／「
あ
そ
び・体
験
」い

き
い
き
子
ど
も
講
座
／
こ
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
つ
く
り
／

ス
ポ
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ツ
フ
ェス
タ
／
ド
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ホ
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０
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■ 「
あ
そ
び・体
験
」い
き
い
き
子
ど
も
講
座

／
き
ら
き
ら
☆
こ
ど
も
ま
つ
り
／
慶
州・福
津
文
化
親
善
交

流
会
訪
問
団（
韓
国
）福
津
市
来
訪
歓
迎
交
流
会（
仮
称
）

／
こ
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
つ
く
り
／
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育

連
続
講
座
／
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェス
タ
’０６
／
第
２
回
福
津
ふ
れ
あ

い
キ
ャ
ン
プ
／
た
っ
ぷ
り
ど
っ
ぷ
り
中
国
交
流
会
／
東
京
混

声
合
唱
団
コ
ン
サ
ー
ト
／「
忍
者
ま
つ
り
」〜
忍
者
に
な
っ
て

ま
ち
を
あ
そ
ぼ
う
〜
／
福
津
市
秋
の
大
漁
ま
つ
り
／「
福
津

の
架
け
橋
」開
通
祭（
仮
称
）

 

■ 
２
０
０
７ 

■ 

大
峰
山
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
＆
調
査
企
画

／
親
の
た
め
の
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
連
続
講
座
／
慶
州・福

津
文
化
親
善
交
流
会（
韓
国
慶
州
市
）日
本
訪
問
団 

２
０

０
７
年
福
津
市
来
訪
歓
迎
行
事 

福
津・慶
州
文
化
親
善
交

流
会
／
こ
ど
も
の
か
ら
だ
と
心
の
栄
養
を
総
合
的
に
考
え

る
／
紺
屋「
藍
の
家
」再
現
／
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェス
タ
’０７
／
第
３

回
福
津
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
／
た
っ
ぷ
り
ど
っ
ぷ
り
中
国
交

流
会
＆
お
も
し
ろ
サ
イ
エ
ン
ス 

in 

福
津
／
”谷
川
俊
太
郎・

谷
川
賢
作”

朗
読
と
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
／
津
屋
崎
千
軒
を

は
じ
め
と
す
る
市
内
の
歴
史・観
光
資
源
を
結
ん
だ
観
光・

健
康
ま
ち
づ
く
り
の
調
査
研
究
／「
忍
者
ま
つ
り
」〜
忍
者
に

な
っ
て
ま
ち
を
あ
そ
ぼ
う
〜
／
福
津
市
の
自
然
を
活
用
し
た

環
境
教
育
の
ま
ち
づ
く
り
企
画
／『
福
津
の
絵
馬
』づ
く
り

／「
福
津
の
よ
か
と
こ
探
し
隊
」第
１
回
海
岸
ル
ー
ト（
福
間

漁
港

⇔

津
屋
崎
漁
港
）／
ぷ
く
ぷ
く
子
ど
も
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル

〜
で
愛・ふ
れ
愛・つ
な
が
り
愛・お
お
き
く
な
あ
れ
子
ど
も

た
ち
〜

 

■ 

２
０
０
８ 

■ 

う
み
っ
子
く
ら
ぶ
夏
休
み
編
／
慶
州・福

津
文
化
親
善
交
流
会（
韓
国
慶
州
市
）日
本
訪
問
団
２
０
０

８
年
福
津
市
来
訪
歓
迎
行
事
福
津・慶
州
文
化
親
善
交
流

会
／
五
感
で
自
然
に
ふ
れ
て
豊
か
な
感
性
を
育
む
幼
児
期

か
ら
の
環
境
教
育
／
こ
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
実
現
し
よ

う
／
紺
屋「
藍
の
家
」再
現
と
津
屋
崎
千
軒
景
観
づ
く
り
／

三
世
代
交
流
の
居
場
所
づ
く
り
／
第
４
回
ふ
く
つ
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
’０８
／
地
球
環
境
ス
ポ
ー
ツ
ふ
く
つ
ビ
ー
チ
サ
ッ

カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
８
／
津
嘉
山
正
種 

ひ
と
り
語

り「
父
と
暮
せ
ば
」／
福
津
市
ぐ
る
っ
と一周
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

＆
調
査
企
画
／
ぷ
く
ぷ
く
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
他
／
マ

リ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ
in
福
津
／
連
続
講
座
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
と
い
の
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
／RockFestival 

in 

宮

地
嶽
神
社 

V
o
l
．４
ミ
ヤ
ジ
ッ
ク（M

IYA
-JIC
K

）〜
新

た
な
る
伝
統
芸
能
の
発
掘
を
目
指
し
て
〜

 

■ 

２
０
０
９ 

■ 

う
みっ
子
く
ら
ぶ
／
五
感
で
自
然
に
ふ
れ

て
豊
か
な
感
性
を
育
む
／
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

連
続
講
座
〜
心
の
健
康
講
座
／
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
を

実
現
し
よ
う
〜
子
ど
も
の
居
場
所
を
考
え
る
／
紺
屋「
藍
の

家
」再
現
と
福
津
市
景
観
づ
く
り
／
世
界
遺
産・文
化
遺
産

と
と
も
に
暮
ら
す
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
／
第
５
回
ふ
く
つ
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェス
タ
’０９
／
第
３
回
ぷ
く
ぷ
く
子
育
て
フ
ェス
テ
ィ

バ
ル
ほ
か
／
第
２
回
３０
世
紀
福
津
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
／
津

屋
崎
千
軒
の
町
並
み
散
策
地
図・「
多
言
語
マ
ッ
プ
」発
行
に

よ
る
福
津
市
の
活
性
化
／『
津
屋
崎
千
軒 

吉
原
家
文
書
調

査
』／
福
津
市
ぐ
る
っ
と一周
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
マッ
プ
作
り

 

■ 

２
０
１
０ 

■ 

う
みっ
子
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ぶ
／
慶
州・福
津
文
化
親

善
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流
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団（
韓
国
）福
津
市
来
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流
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第
３
回
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世
紀
福
津
フ
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ー
ラ
ム
の
開
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第
６
回
ふ
く
つ

ス
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ツ
フ
ェ
ス
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’１０
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男
女
が
と
も
に
歩
む
ま
ち
づ
く
り

講
座
／
２
０
１
０
年
福
津
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
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フ
ェス
テ
ィ
バ
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／
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
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養
成
講
座
を
広
げ
よ
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福
津

市
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学
校
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ノ
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マ
ラ
イ
ゼ
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シ
ョ
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コ
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サ
ー
ト
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ぷ
く
ぷ
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お
し
ゃ
べ
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カ
フ
ェ
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ぷ
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ぷ
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育
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セ
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宮
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嶽
神
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K

２
０
１
０
」

 

■ 

２
０
１
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■ 

生
き
生
き
子
ど
も
の
表
現
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
／
慶
州・福
津
文
化
親
善
交
流
会
訪
問
団（
韓
国
）福
津

市
来
訪
歓
迎
交
流
会
／
第
７
回
ふ
く
つ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ
’１１
／
地
球
環
境
ス
ポ
ー
ツ
ふ
く
つ
ビ
ー
チ
サ
ッ

カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１
／
津
屋
崎
塩
田
物
語
／

RockFestival 

in 

宮
地
嶽
神
社「M

IYA
-JIC
K

２
０
１

１
」／
わ
く
わ
く
冒
険
遊
び
場
２
０
１
１
〜
子
ど
も
が
主
体

的
に
遊
べ
る
野
外
の
遊
び
場
づ
く
り
〜

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
企
画
活
動
の
20
年
間
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
企
画
活
動
の
20
年
間
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う

　
２０
年
間
に
補
助
金
を
交
付
し
た「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
企
画
活
動
」の
名
称
を一挙
紹
介
。ま
た
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
で
出
た
声
を
紹
介
す
る
と
共
に
、活
動
へ
の
想
い
を
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

合併直後の3年間の募集テーマ

福津市
誕生！！

2005年
1月

  交付決定
　グループ数

グループから
START
８８

　　　万円から
START
1,0001,000
予算規模

まちの一体感を生み出す活動

企画活動を通して、
地域の人との新しい出会いが
ありました。

県の研修で学んだことを
　 福津市で生かしたいと
　　　　　　 思いました。

2008年

9月
みんなですすめるまちづくり
基本条例制定

以前は、市民活動の中でも先進的な集まりでは、同じメンバーになる
ことが多かったが、今は新しい出会いも増え、活動者の幅が広がって
いると感じる

すみよい
「すみやすい」じゃなくて東日本大震災発生

2011年
3月

連携するのも
アリ！？

というメッセージが強くなる！

「共に」何かをしよう！

第1次まちづくり計画策定
「人を、明日を、誇るまち。福津。」

2007年
3月

「郷づくり」活動START
2007年

募集テーマ

「まちづくり計画の将来像」の実現に向けた企画活動になる

Ｃｈａｎｇｅ！！Ｃｈａｎｇｅ！！

調査・研究からの
初   の冊子
「福津の絵馬」

Poin
t

Poin
t

何かをしたいという想いの実現に

補助金を活用しました。

今はNPO法人になりました。手段と手法がパワフルだ！

みんなで一つ一つ
楽しくつくってきた
という雰囲気を
感じた

～市とグループが共働で地域解決を目指す～初年度のテーマは…

共働コース  START
2010年　

認知症
サポーター 男女共同参画

共生社会
市民活動を
通して
福津の良さを
可視化することができる

前向きなものが多い

福津ならでは！？
こうしよう！

学生と地域との
　　コラボ企画が
　　　　　 誕生！

2008年～2011年
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／
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／
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／
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／
福
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／
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す
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プ
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ジ
ェ
ク
ト
／
多
文
化
共
生
を
め
ざ
す
日
本
語
教

室「
わ
か
ば
」／
発
達
が
気
に
な
る（
未
就
園
児
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親
御

さ
ん
同
士
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
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か
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」／
の
ぞ
き
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A
R
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津
屋
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こ
ど
も
た
ち
と
共
に
S
D
Gｓ
を
考

え
る
／Sunset Beach C

leanup

／
爪
か
ら
健
康
を

考
え
、日
常
に
彩
り
を
添
え
て
人
生
１
０
０
年
時
代
を
楽

し
も
う
！
／
の
ぞ
き
あ
な
A
R
T
津
屋
崎
／ H

ouse 
M
annequin （

ハ
ウ
ス・マ
ヌ
カ
ン
）／
フ
ァ
ミ
リ
ー
e
ス

ポ
ー
ツ
／
福
津
の
恵
み
で
育
む
！
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
菜
園
の
場

づ
く
り
／
ま
ち
か
ら
守
る
、ふ
く
つ
の
海
！
ご
み
拾
い
３

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
／
み
ん
な
で
つ
な
が
る
親
子
の

居
場
所
づ
く
り

　コロナ禍で子どもたちの体験の場が少なくなっていたとき
に、市内の習い事を行う事業者に声を掛け、ならいごと合同
体験イベント「ならいごとアドベンチャー」を実施しました。また、

教育活動に興味があ
る人たちの交流会を
実施しています。
　この活動を通して、

民間や行政、学校などの教育に携わ
る人が集まり、協力することで子ども
たちの「やってみたい」に応えられるま
ちづくりを目指しています。
　補助金を活用し、活動しながら協会
の形を作っていくことができたことで、
活動を継続できていると感じています。

◀次世代教育推進協会メンバーの皆さん

　開設当時、言語や文化の違いから
外国人とコミュニケーションをとる機会
が少なかったことから、多文化に触れ
ることや、外国人住民に日本語を教え
る場を作ろうと『秋のファミリーコン
サート』と『多文化共生をめざす日本
語教室「わかば」』を実施しました。

　事業の中で作成した多言語対応の
パンフレットを活用、現在も継続してい
る日本語教室では、これまで４０カ国以
上の外国人に日本語を教えてきました。
　これからも日本語を勉強したいと思
う外国人に寄り添った支援を心掛け、
長く続けていきたいと考えています。

日本語教室で授業を受ける生徒たち▶

子どもたちの「やってみたい」に応えられるまちを目指して
Interview  Vol.3  次世代教育推進協会   足立 憲正さん

言葉でつながる、多文化共生のまちを目指して
Interview  Vol.4  日本語教室「わかば」＆多文化交流会グラスルーツ   増井 久美子さん

「
誰
か
」で
は
な
く「
自
分
た
ち
自
身
の
手
」で
つ
く
る

住
み
よ
い
ま
ち
を
願
う
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
今
後
も
続
き
ま
す

「
誰
か
」で
は
な
く「
自
分
た
ち
自
身
の
手
」で
つ
く
る

住
み
よ
い
ま
ち
を
願
う
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
今
後
も
続
き
ま
す

ステップアップコース

チャレンジコース

創設！

10年後、20年後にまた
住みよいのことを
話せたらいいな

2012年
イオンモール
福津がOPEN

人口UP

特別な人の特別な行動ではなく、
一人一人が暮らしを良くしたい想いで
動くもの

新型コロナウイルス感染症が流行… 自分たちの当たり前が変わる

2020年
いろいろな活動に触れ、

習い事の先生と協力して、

子どもたちの「やってみたい」と

思うことに挑戦する場を作りました。

あの活動って「住みよい」
だったのか！という驚き…

キッカケラボを入口とした
グループが初めて活躍！！

「つながり」
は
必須！

つながる
ための

「場所」「機会」
も大切！

「挑戦」
も

キーワードに♪

 地域に目を向け、私たちの
スキルを生かして、多くの人のために
なる活動に挑戦しています。

2022年
市未来共創
センター
キッカケラボ
開設！

 第2次まちづくり計画
「人も自然も未来に
　つながるまち福津」
　　SDGｓ未来都市に
　　選定される

2019年
9月

いろいろな人の想いに触れ、
自分もできることをどんどん
やっていこう！と前向きになれた。

企画活動数が

１００１００を突破！！

50
突破！！

交付決定
グループ数が

グループを

異なる属性の人たちが
「雑談する」ことで、
新たなつながりやアイデアが
生まれました。

サンピア福岡跡地開発

人口UP

2017年

福津市が
市制20周年を迎える

2025年

75

165
企画活動数

事業

交付決定グループ数

グループに

なりました！！

2025年

元気になりました

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

　

 

坂
井
彩
さ
ん

福間駅東土地区画
整理事業が終了

人口UP

2014年

そのタイミン
グがつな

がり
あっ
て住
みよいまちと

なる。

それぞれまち
に関わ

るタ
イミン

グがある。



特集　私たちでつくる「住みよいまち」

今
年
度
の
企
画
活
動
を

終
え
た
７
グ
ル
ー
プ
が
、こ
れ
ま

で
の
活
動
の
成
果
や
、今
後
の

展
望
を
発
表
す
る
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
程
　
３
月
27
日（
金
） 

場
所
　
市
役
所
別
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
　
市
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
課
☎
０
９
４
０・６
２・

５
０
１
７
、メ
ー
ル kyodo@

city.fukutsu.lg.jp

　
報
告
会
の
開
催
に
つ
い
て
、今

年
度
の
７
グ
ル
ー
プ
の
詳
し
い

情
報
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
報
告
会
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
？

開
報
告
会
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
？

◀
公
開
報
告
会
で
発
表
す
る
グ

　ル
ー
プ
と
見
学
者

公公

　加
留
部
　
福
津
市
は
合
併
以
降
、

旧
２
町
の
特
徴
が
融
合
し
、徐
々
に

ま
ち
が
成
熟
、近
年
で
は
コ
ロ
ナ
禍

や
新
し
い
住
民
の
流
入
に
伴
って
新

た
な
価
値
観
が
浸
透
す
る
な
ど
、絶

え
ず
変
化
し
て
い
ま
す
。市
民
活
動

支
援
を
行
う「
市
未
来
共
創
セ
ン

タ
ー
キ
ッ
カ
ケ
ラ
ボ
」を
入
口
に
、新

た
な
活
動
者
も
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　瓜
生
　
コ
ロ
ナ
禍
を
境
に
、こ
の

事
業
へ
提
案
す
る
活
動
者
の
想
い

も
変
わ
り
ま
し
た
。新
し
い
思
考
を

持
つ
人
た
ち
が
現
れ
、ま
ち
が
変

わ
って
い
く
予
感
が
し
ま
す
。

　橋
内
　
新
し
い
市
民
活
動
が
生

ま
れ
て
い
て
、ま
ち
に
明
る
い
未
来

が
見
え
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
て
い

ま
す
。初
め
て
の
活
動
で
も「
と
り

あ
え
ず
、１
回
や
って
み
よ
う
」と
挑

戦
す
る
姿
勢
が
と
て
も
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　福
井
　
挑
戦
す
る
こ
と
は
、人
が

ま
ち
に
関
わ
る
上
で
の
機
会
に
な
る

と
思
い
ま
す
。そ
の
挑
戦
が
つ
な
が

り
合
っ
て
、今
の
ま
ち
が
創
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　橋
内
　
こ
の
事
業
は
、市
民
活

動
へ
の
挑
戦
の
キ
ッ
カ
ケ
づ
く
り

を
担
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　山
田
　市
民
や
社
会
に
向
け
て
、

「
福
津
市
が
市
民
の
活
躍
を
応
援

し
、や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
実
現

す
る
ま
ち
で
あ
る
」と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
る
役
割
も
担
っ
て
い
ま

す
よ
ね
。

　瓜
生
　
今
、こ
の
事
業
を
通
じ

て
、世
代
を
問
わ
ず
新
た
な
活
動

に
挑
戦
で
き
る
雰
囲
気
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。「
楽
し
い
地
域
に
な
っ

た
ら
い
い
な
」と
思
っ
た
と
き
に
、

自
ら
が
ま
ち
を
創
る
こ
と
が
で
き

る
こ
の
事
業
を
ぜ
ひ
続
け
て
ほ
し

い
で
す
。

　福
井
　中
学・高
校
生
や
大
学

生
な
ど
の
若
い
世
代
が
、や
っ
て

み
た
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
機
会
も

広
げ
た
い
と
考
え
ま
す
。仲
間
と

共
に
市
民
活
動
や
市
民
共
働
を
学

び
、実
践
す
る
機
会
が
豊
富
に
あ

れ
ば
、一
人
一
人
が
自
分
ご
と
と

し
て
、ま
ち
や
地
域
を
想
い
、そ
こ

に
関
わ
る
人
た
ち
と
共
に
生
き
て

い
く
と
い
う
環
境
づ
く
り
に
つ
な

が
る
と
思
い
ま
す
。こ
の
事
業
や

キ
ッ
カ
ケ
ラ
ボ
の
取
り
組
み
を
通

し
て
、新
た
な
挑
戦
を
温
か
く
迎

え
入
れ
、応
援
す
る
環
境
づ
く
り

は
引
き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

　雪
松
　
こ
の
事
業
は
、単
に
お
金

を
出
す
の
で
は
な
く
、福
津
で
市
民

活
動
を
行
う「
意
味
」も
考
え
る

キ
ッ
カ
ケ
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。グ
ル
ー
プ
の
考
え
方
や
活
動
内

容
を
固
定
化
せ
ず
、周
り
の
声
を

聴
き
、話
し
、考
え
、改
善
し
な
が

ら「
こ
れ
で
い
い
の
か
」を
考
え
て
ほ

し
い
し
、審
査
員
の
私
た
ち
も
共
に

考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　橋
内
　
活
動
は
立
ち
止
ま
っ
て
、

振
り
返
る
こ
と
も
大
切
で
す
。こ

の
事
業
や
キ
ッ
カ
ケ
ラ
ボ
を
生
か

し
、さ
ま
ざ
ま
な
人
と
共
に
考
え

る
こ
と
で
、次
へ
の
一
歩
を
踏
み

出
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　山
田
　
こ
の
事
業
の
在
り
方
も
、

時
代
に
合
わ
せ
た
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

が
必
要
で
す
よ
ね
。

　雪
松
　特
に
、こ
の
事
業
は
行

政
や
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、

活
動
す
る
の
は
市
民
の
皆
さ
ん
で

す
。制
度
を
変
え
る
際
に
は
、活
動

者
の
声
に
耳
を
傾
け
、広
い
視
野

を
持
っ
て
、共
に
制
度
を
作
っ
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

　加
留
部
　市
民
の
皆
さ
ん
の
力

量
や
認
識
な
ど
の
変
化
に
応
じ
て
、

事
業
の
在
り
方
や
や
り
方
を
変
え

て
い
く
必
要
が
出
て
く
る
で
し
ょ

う
。こ
の
事
業
自
体
の
成
長
も
、そ

こ
に
寄
与
す
る
一
因
と
な
る
よ
う

に
改
善
を
施
し
て
い
く
必
要
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　加
留
部
　私
は
、こ
の
事
業
で
、

各
々
の
活
動
や
団
体
が
成
長
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、福
津
の
ま
ち
の
成
長
や

成
熟
の
度
合
い
に
よ
っ
て
、市
民

の
皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
状
態
を

「
住
み
よ
い
」と
捉
え
る
か
が
焦
点

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　山
田
　「
住
み
よ
い
ま
ち
」に
つ

い
て
、共
に
考
え
、共
有
し
合
う
こ

と
が
大
切
で
す
ね
。

　福
井
　ま
ち
の
将
来
像
に
向
け
、

行
政
だ
け
で
は
追
い
切
れ
て
い
な

い
視
点
を
顕
在
化
さ
せ
て
く
れ
る

「
市
民
活
動
」「
市
民
共
働
」の
役
割

は
、ま
す
ま
す
大
事
に
な
っ
て
い

ま
す
。今
回
の
よ
う
に
皆
で
集
い
、

活
動
を
振
り
返
る
機
会
を
設
け
、

常
に「
住
み
よ
い
ま
ち
と
は
何
か
」

を
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
、

成
長
し
続
け
る
ま
ち
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

Sunset Beach CleanupSunset Beach Cleanup

地域のかたが気軽に立ち寄れる場として、外出のきっかけ
につながる活動をしています。参加者同士の交流を通し
て、自分にできることを活かした地域参加へとつなが
るような環境づくりを大切にしています。

地域内外の人が集う場をつ
くり、地域商店の活性化や
住民によるまちづくりで、
地域を盛り上げたいです。
また、津屋崎の暮らしな
ど、ディープな魅力を
市内外の人に広く
知ってほしいです。

サンセット

暮らしにアートを潜ませるこ
とで、アートと共に津屋崎の
まちの魅力を楽しめる場を
つくりたいと思っています。
この活動が地域の活性化
につながり、さらに幸福
度の高いまちになるこ
とを目指しています。

感覚の庭で、わたしを育てる感覚の庭で、わたしを育てる
子育てで忙しく、自分の思い
と向き合う時間が取れずに
歯がゆい思いをしたのが
きっかけで、活動を始めま
した。心の豊かさを取り
戻すことができ、自分
を表現できる場をま
ちにつくりたいです。

タイムカプセルの循環で
地域社会の活性化
タイムカプセルの循環で
地域社会の活性化
25年前に埋めたタイムカプセル
の掘り起こしをキッカケに、参加
者それぞれの25年
前、現在、未来への想
いを共有し合える
場を開催し、多世代
交流と次世代
への想いの継
承を生み出
したいです。

親子でサステナやさい体験親子でサステナやさい体験
循環型コミュニティ菜園で、
自然こそ学びの場であるこ
とを実感したことから、菜
園活動を通した親子の体験
の場で、大人も子どもも好
奇心や面白さを自然か
ら感じられる機会をつ
くりたいです。

ビーチ クリーンアップ
のぞきあなART津屋崎のぞきあなART津屋崎

まちから守る、ふくつの海！
ごみ拾い推進活動
まちから守る、ふくつの海！
ごみ拾い推進活動
身近なまちの環境が、少し離れた海
の環境にもつながっていることを
広く知ってもらうた
めの活動を通して、
一人でも多くの人
が環境への行動を
起こすことで、
福津を自慢で
きるまちにし
たいです。

住みよい
まちづくり
推進企画
活動紹介

くらげれんごう

山崎 唯さん
くらげれんごう

山崎 唯さん
咲顔の会

福島 雅一さん
咲顔の会

福島 雅一さん

えがおえがお

ふくふくネイル

吉田 雅子さん
ふくふくネイル

吉田 雅子さん

Sunset  Beach  Cleanup

柴田 広輝さん
Sunset  Beach  Cleanup

柴田 広輝さん

House mannequin

柴田 園生さん
House mannequin

柴田 園生さん
ななしさいえん

仲村 浩一さん
ななしさいえん

仲村 浩一さん

のぞきあなART
プロジェクト

三浦 直子さん

のぞきあなART
プロジェクト

三浦 直子さん

アートアート

爪から健康を考え、日常に彩りを添えて
人生100年時代を楽しもう！
爪から健康を考え、日常に彩りを添えて
人生100年時代を楽しもう！

ハウス　　マヌカンハウス　　マヌカン

令
和
７
年
度
の
補
助
金
交
付
グ

ル
ー
プ
に
、ど
の
よ
う
な
想
い
で

活
動
し
て
い
る
の
か
聞
き
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
の
補
助
金
交
付
グ

ル
ー
プ
に
、ど
の
よ
う
な
想
い
で

活
動
し
て
い
る
の
か
聞
き
ま
し
た
。

審査員の皆さんと市長で、市民グループ、審査員、市職員によるワークショップを振り返る座談会を
11月16日に開催し、住みよいまちづくり推進企画活動補助事業へのこれからの期待を尋ねました。

福岡大学助教

山田 雄三
福岡大学助教

山田 雄三
SOS子どもの村JAPAN職員

雪松 直子
SOS子どもの村JAPAN職員

雪松 直子
九州大学客員教授

加留部 貴行
九州大学客員教授

加留部 貴行
福津市長

福井 崇郎
福津市長

福井 崇郎
市民代表

橋内 京子
市民代表

橋内 京子
市民代表

瓜生 隆弘
市民代表

瓜生 隆弘

  住みよいまちに向けた、この事業への期待      審査員と福井市長の座談会にて  住みよいまちに向けた、この事業への期待      審査員と福井市長の座談会にて

変
化
す
る
ま
ち
、新
し
い
力

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
す
る
場
に

活
動
や
事
業
を

共
に
考
え
る
場
に

「
住
み
よ
い
ま
ち
」を

共
に
語
り
、共
に
創
る

広報ふくつ9 広報ふくつ 8




